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あ
る
町
の
、
小
学
校
の
校
舎
を

借
り
て
講
演
を
す
る
機
会
が
あ

り
、
ず
い
ぶ
ん
ひ
さ
し
ぶ
り
に
学

校
の
中
に
入
っ
た
。
す
ぐ
に
気
づ

い
た
の
は
、
校
舎
の
あ
ち
こ
ち
に
貼
ら
れ

た
案
内
や
注
意
書
き
に
ス
ペ
イ
ン
語
と
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
の
表
記
が
あ
る
こ
と
だ
っ

た
。
校
長
室
に
通
さ
れ
て
話
を
聞
く
と
、

そ
の
地
域
に
は
日
系
の
ペ
ル
ー
人
や
ブ
ラ

ジ
ル
人
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
お
り
、
そ
の

子
弟
が
生
徒
の
中
の
か
な
り
の
割
合
を
占

め
る
の
だ
と

い
う
。

　

そ
う
い
え

ば
、
私
の
住

ん
で
い
る
町

の
役
場
に
も

ス
ペ
イ
ン

語
、
中
国
語
、
韓
国
語
な
ど
の
表
示
が
あ

る
。
知
ら
ぬ
間
に
、
日
本
の
地
方
は
急

ピ
ッ
チ
で
国
際
化
が
進
ん
で
い
る
の
だ
。

　

少
子
化
に
よ
り
、
日
本
が
い
ま
の
労
働

力
の
水
準
を
保
つ
た
め
に
は　

万
人
を
超

65

え
る
移
民
を
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
、

と
国
連
は
予
測
し
て
い
る
そ
う
だ
。
ま
さ

に
想
像
を
絶
す
る
数
字
で
、
そ
れ
を
混
乱

な
く
実
現
す
る
に
は
ど
ん
な
方
策
を
採
っ

た
ら
よ
い
の
か
途
方
に
暮
れ
て
し
ま
う

が
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら

ず
、
な
ん
ら
か
の
方
法
で
異
民
族
と
の
共

存
を
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
国
の
未
来
が
な

い
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、　

万
と
い
う
数
字
は
紙
の

65

上
の
予
測
で
あ
り
、
ま
た
、「
い
ま
の
労
働

力
の
水
準
を
保
つ
」
こ
と
が
本
当
に
必
要

か
ど
う
か
も
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

中
国
と
イ
ン
ド
を
筆
頭
と
す
る
ア
ジ
ア

の
経
済
的
肥
大
化
に
呼
応
し
て
、
日
本
が

老
大
国
な
ら
ぬ
「
老
小
国
」
と
し
て
生
き

る
決
意
を
固

め
、
産
業
構

造
を
変
え
て

高
齢
者
の
積

極
雇
用
を

図
っ
て
い
け

ば
、
か
な
ら

ず
し
も
膨
大
な
数
の
移
民
は
必
要
な
い
の

で
は
な
い
か
、
と
も
思
う
が
、
そ
れ
は
そ

れ
と
し
て
、
地
方
の
町
や
村
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
に
応
じ
て
ど
こ
ま
で
国
際
化
に

適
応
で
き
る
か
、
早
め
に
方
策
を
考
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
国
際
化
は
す

で
に
進
ん
で
い
る
、
と
い
う
の
は
本
当
だ

が
、
ま
だ
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
深
く
住
民

の
中
に
ま
で
浸
透
し
て
い
な
い
の
も
ま
た

事
実
な
の
だ
か
ら
。
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政 策
　

地
方
交
付
税
法
等
改
正
案
は
、
地
方
自

治
体
の
財
源
の
均
衡
化
を
図
り
地
方
行
政

の
計
画
的
な
運
営
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
平
成　

年
度
分
の

１８

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
措
置
を
行
う
も

の
。
具
体
的
に
は
、
①
地
方
自
治
体
が
行

う
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
額
の
確
保
②

単
位
費
用
等
の
改
定
③
児
童
手
当
特
例
交

付
金
の
創
設
④
退
職
手
当
債
の
拡
充
⑤
首

都
圏
、
近
畿
圏
、
中
部
圏
の
近
郊
整
備
地

帯
等
の
整
備
に
係
る
財
政
上
の
特
別
措
置

の
延
長－

な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

経
営
努
力
の
算
定
反
映
を
拡
充

　

地
方
交
付
税
総
額
の
改
正
で
は
、
平
成

　

年
度
の
地
方
財
政
対
策
を
踏
ま
え
て
、

１８地
方
交
付
税
総
額
を
前
年
度
比
９
、
９
０

６
億
円
、
５
・
９
％
減
の　

兆
９
、
０
７

１５

３
億
円
と
し
た
。
交
付
税
総
額
の
減
少
は

５
年
連
続
。
ま
た
、
平
成　

年
度
以
降
、

１９

法
人
税
に
か
か
る
地
方
交
付
税
率
を　

％
３４

と
す
る
。
定
率
減
税
な
ど
恒
久
的
減
税
解

消
後
も
残
る
恒
久
的
な
減
税
に
伴
う
地
方

税
収
減
に
対
応
す
る
も
の
。

　

算
定
内
容
の
改
正
で
は
、
普
通
交
付
税

の
算
定
基
礎
と
な
る
単
位
費
用
の
額
を
改

定
し
た
。
う
ち
、
市
町
村
分
で
は
、
決
算

乖
離
の
同
時
一
体
是
正
で
投
資
的
経
費

（
単
独
）を
前
年
度
比
２
兆
円
削
減
す
る
一

方
、
経
常
的
経
費
（
単
独
）
を
同
１
兆
円

増
額
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
道
路
橋
り
ょ

う
費
の
「
道
路
の
延
長
」（
投
資
）
を
前

年
度
比　

・
２
％
減
と
し
た
ほ
か
、
社
会

１９

福
祉
費
の
「
人
口
」
の
う
ち
「
投
資
」
を

同　

・
２
％
減
と
す
る
一
方
、「
経
常
」

１８
は
同　

・
８
％
増
と
し
た
。
高
齢
者
保
健

１９

福
祉
費
の
「　

歳
以
上
人
口
」
で
も
「
投

６５

資
」
を
同　

・
６
％
減
、「
経
常
」
は
同

１７

３
・
３
％
増
と
し
、
さ
ら
に
同
保
健
福
祉

費
の
「　

歳
以
上
人
口
」（
経
常
）
は　

・

７４

１４

７
％
増
と
し
た
。
農
業
行
政
費
の
「
農
家

数
」
も
「
投
資
」
は
同　

・
７
％
減
、「
経

１１

常
」
は
同　

・
６
％
増
に
、
企
画
振
興
費

１０

の
「
人
口
」
の
「
投
資
」
も
同　

・
６
％

２０

減
と
し
、「
経
常
」
は
０
・
２
％
減
に
と

ど
め
た
。
こ
の
ほ
か
、
小
学
校
費
の
「
学

校
数
」（
経
常
）
は
同　

・
７
％
減
、
中

２１

学
校
費
の
「
学
校
数
」（
経
常
）
は
同　

・
１５

９
％
減
と
し
て
い

る
。

　

経
営
努
力
に
対
応

し
た
算
定
も
引
き
続

き
拡
充
し
た
。
前
年

度
か
ら
の
継
続
分
と

し
て
、
①
歳
出
削
減

の
取
組
み
②
徴
税
強
化
の
取
組
み－

を
反

映
す
る
算
定
を
拡
充
す
る
。
具
体
的
に

は
、
歳
出
削
減
の
取
組
み
強
化
に
伴
い
所

要
額
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
Ｉ
Ｔ
等
の
経

費
を
算
入
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
一
定
割

合
の
実
績
を
示
す
指
標
（
人
件
費
、
物
件

費
等
の
増
減
率
）
に
応
じ
て
算
定
す
る
。

ま
た
、
徴
税
の
取
組
み
強
化
に
伴
い
所
要

額
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
休
日
・
時
間
外

滞
納
整
理
等
の
経
費
を
算
入
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
一
定
割
合
に
つ
い
て
徴
税
強
化

の
実
績
を
示
す
指
標
（
徴
税
率
の
増
減
、

全
国
平
均
と
の
差
）に
応
じ
て
算
定
す
る
。

さ
ら
に
、
平
成　

年
度
か
ら
新
規
に
、
行

１８

革
努
力
の
実
績
を
地
域
振
興
関
係
経
費
に

反
映
す
る
算
定
を
行
う
。
行
革
努
力
に
よ

る
地
域
振
興
へ
の
取
組
み
強
化
に
伴
い
、

地
域
振
興
関
係
経
費
に
つ
い
て
行
革
の
実

績
を
示
す
指
標
に
応
じ
て
算
定
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
算
定
の
簡
素
化
と
し
て
都

道
府
県
分
の
補
正
係
数
に
つ
い
て
、
①

「
道
路
橋
り
ょ
う
費
（
経
常
）」
の
種
別
補

正
（
地
方
道
・
国
道
、
国
道
の
指
定
区
間
、

橋
り
ょ
う
の
経
費
の
差
を
反
映
す
る
も

の
）
②
「
恩
給
費
（
経
常
）」
の
種
別
補

正
（
恩
給
と
扶
助
料
等
の
経
費
の
差
を
反

映
す
る
も
の
）
③
「
高
齢
者
保
健
福
祉
費

（
経
常
、　

歳
以
上
人
口
）」
の
人
口
急
増

６５

補
正－

を
廃
止
す
る
。
ま
た
、
都
道
府
県

分
の
住
宅
市
街
地
総
合
整
備
促
進
事
業
債

　

政
府
は
２
月
６
日
の
閣
議
で
平
成　

年
度
の
地
方
交
付
税
法
等
改
正
案

18

を
決
め
、
７
日
に
国
会
へ
提
出
し
た
。
総
額
を
前
年
度
比
５
・
９
％
減
の

　

・
９
兆
円
と
す
る
と
と
も
に
、
算
定
基
礎
と
な
る
単
位
費
用
の
改
定
や

15算
定
の
簡
素
化
を
行
っ
た
。
ま
た
、
地
方
団
体
の
経
営
努
力
に
対
応
す
る

算
定
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
に
伴
う
退
職
手
当
財
源

に
充
て
る
特
例
措
置
（
地
方
債
の
発
行
拡
充
）
な
ど
も
盛
り
込
ん
だ
。
併

せ
て
、
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
補
助
金
改
革
全
額
を
基
準
財
政
需
要
額
に

算
入
す
る
な
ど
の
対
応
も
盛
り
込
ん
だ
。

　

な
お
、
三
位
一
体
改
革
で
は
３
年
間
で
地
方
交
付
税
が
５
・
１
兆
円
も

削
減
さ
れ
た
が
、
政
府
内
で
は
「
交
付
税
は
手
つ
か
ず
」
と
の
声
が
強
い
。

こ
の
た
め
か
、
今
年
６
月
の
「
骨
太
方
針
２
０
０
６
」
に
向
け
て
政
府
の

経
済
財
政
諮
問
会
議
や
総
務
省
の
地
方
分
権　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
な

21

ど
が
一
斉
に
検
討
を
は
じ
め
た
が
、
い
ず
れ
も
「
地
方
財
政
計
画
・
地
方

交
付
税
の
抜
本
的
な
見
直
し
」
を
検
討
テ
ー
マ
に
挙
げ
て
い
る
。
同
「
骨

太
方
針
」の
柱
と
な
る「
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
の
選
択
肢
」に
ど
の
よ
う
な

地
方
交
付
税
改
革
が
盛
り
込
ま
れ
る
か
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。
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政 策

の
事
業
費
補
正
の
適
用
も
廃
止
す
る
。
な

お
、
算
定
簡
素
化
の
一
つ
の
目
標
と
し
て

い
た「
都
道
府
県
分
の
補
正
係
数
の
半
減
」

は
こ
れ
で
ほ
ぼ
達
成
し
た
こ
と
か
ら
、
来

年
度
か
ら
は
政
令
指
定
都
市
の
算
定
簡
素

化
の
検
討
に
着
手
す
る
予
定
。

補
助
金
改
革
分
は
全
額
算
入

　

三
位
一
体
改
革
へ
の
対
応
で
は
、
税
源

移
譲
に
つ
な
が
る
国
庫
補
助
負
担
金
改
革

分
（
平
成　

年
度
１
兆
２
、
８
４
４
億
円
）

１８

は
、
全
額
を
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入
す

る
。
な
お
、
税
源
移
譲
さ
れ
る
施
設
整
備

費
に
か
か
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
う
ち
公

立
学
校
等
施
設
整
備
費
補
助
金
（
不
適
格

建
物
改
築
事
業
）、
次
世
代
育
成
支
援
対

策
施
設
整
備
費
交
付
金
（
公
立
保
育
所
）、

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備

費
交
付
金
（
都
道
府
県
交
付
金
）
は
、
引

き
続
き
事
業
を
円
滑
実
施
で
き
る
よ
う
従

来
の
補
助
金
相
当
分
に
つ
い
て
特
別
の
地

方
債
を
充
当
し
、
同
元
利
償
還
金
は
後
年

度
１
０
０
％
を
地
方
交
付
税
の
基
準
財
政

需
要
額
に
算
入
す
る
。
ま
た
、
平
成　

年
１９

度
以
降
、
個
人
住
民
税
の
う
ち
所
得
税
か

ら
の
税
源
移
譲
に
伴
う
影
響
額
を
基
準
財

政
収
入
額
に
１
０
０
％
算
入
（
平
成　

年
１８

度
は
所
得
譲
与
税
を
１
０
０
％
算
入
）
す

る
。

　

ま
た
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
一

般
財
源
化
分
と
し
て
計
上
し
て
い
た
税
源

移
譲
予
定
特
例
交
付
金
を
廃
止
す
る
と
と

も
に
、
児
童
手
当
特
例
交
付
金
を
創
設
す

る
。
同
交
付
金
は
、
児
童
手
当
の
支
給
対

象
年
齢
の
拡
大
（
小
学
校
終
了
ま
で
）
と

所
得
制
限
の
緩
和
に
伴
う
地
方
負
担
の
増

加
（
平
成　

年
度
７
０
４
億
円
）
に
対
応

１８

す
る
た
め
当
分
の
間
措
置
す
る
も
の
で
、

各
団
体
の
児
童
数
に
応
じ
て
都
道
府
県
と

市
町
村
に
各
２
分
の
１
ず
つ
交
付
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
退
職
手
当
の
財
源
に
当
て

る
た
め
の
地
方
債
発
行
を
拡
充
（
地
方
財

政
法
改
正
）
す
る
。
平
成　

年
度
か
ら
同

１８

　

年
度
ま
で
の
特
例
措
置
で
、
平
成　

年

２７

１８

度
地
方
債
計
画
に
２
、
６
０
０
億
円
を
計

上
し
た
。
団
塊
世
代
の
大
量
定
年
退
職
に

対
応
す
る
も
の
で
、
平
年
度
ベ
ー
ス
を
上

回
る
退
職
手
当
額
が
あ
る
団
体
で
、
定

員
・
人
件
費
適
正
化
計
画
を
定
め
総
人
件

費
改
革
に
取
り
組
む
団
体
が
対
象
。
発
行

可
能
額
（
許
可
制
）
は
、
当
該
団
体
の
退

職
手
当
額
（
国
家
公
務
員
ベ
ー
ス
）
が
平

年
度
ベ
ー
ス
の
標
準
退
職
額
を
上
回
る
額

の
範
囲
内
と
し
て
い
る
。

交
付
税
が
次
期
改
革
の
焦
点
？

　

今
回
の
地
方
交
付
税
法
等
改
正
案
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
骨
太
方
針
」
の
指
摘
や
３

年
間
に
わ
た
る「
三
位
一
体
改
革
の
成
果
」

が
盛
り
込
ま
れ
た
の
が
特
徴
と
い
え
る
。

　

三
位
一
体
改
革
で
は
、
補
助
金
改
革
約

４
・
７
兆
円
と
税
源
移
譲
約
３
兆
円
が
実

現
し
た
が
、
地
方
交
付
税
改
革
で
は
総
額

（
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
む
）
が
約
５
・

１
兆
円
も
圧
縮
・
削
減
さ
れ
た
。「
骨
太
方

針
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
、
地
方
交
付
税
に

つ
い
て
「
国
の
歳
出
見
直
し
と
歩
調
を
合

わ
せ
て
地
方
歳
出
を
見
直
し
、
抑
制
す
る

等
の
改
革
を
行
う
」
と
の
方
針
を
踏
ま
え

た
も
の
だ
。「
骨
太
方
針
」に
併
せ
て
明
記

さ
れ
た
「
一
般
財
源
総
額
を
確
保
」
は
実

現
し
た
も
の
の
、
交
付
税
総
額
は
５
年
連

続
し
て
減
少
。
平
成　

年
度
（　

兆
４
、

１２

２１

１
０
７
億
円
）
と
比
べ
る
と
４
分
の
３
に

減
っ
た
勘
定
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
付
税
制
度
改

革
も
盛
り
込
ま
れ
た
。「
行
政
改
革
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
算
定
」
の
創
設
・
拡
充
と
し

て
、
①
歳
出
効
率
化
に
応
じ
た
算
定
（
平

成　

年
度
約
４
０
０
億
円
）
②
徴
収
率
向

１７
上
努
力
に
応
じ
た
算
定
（
同
約
１
０
０
億

円
）－

の
ほ
か
、「
企
業
誘
致
等
に
よ
る
税

収
確
保
努
力
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
強
化
」

と
し
て
都
道
府
県
分
の
留
保
財
源
率
を　
２０

％
か
ら　

％
に
引
き
上
げ
た
。
ま
た
、

２５

「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
る
効
率
化
」の

算
定
反
映
と
し
て
、
ご
み
収
集
や
学
校
給

食
等
に
つ
い
て
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ

る
効
率
化
を
前
提
と
し
た
算
定
（
約
２
、

０
０
０
億
円
減
）
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
ほ

か
、
①
段
階
補
正
の
縮
小
（
小
規
模
市
町

村
の
算
定
を
効
率
的
な
団
体
を
基
礎
に
縮

減
、
約
２
、
０
０
０
億
円
減
）
②
算
定
の

簡
素
化
（
都
道
府
県
分
の
補
正
係
数
を
半

減
、
事
業
費
補
正
の
大
幅
な
縮
減
）
③
計

画
と
決
算
乖
離
の
同
時
一
体
的
是
正
（
平

成　

年
度
３
、
５
０
０
億
円
、
平
成　

年

１７

１８

度
１
兆
円
）－

な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
改
革
に
よ
り
、「
骨
太
方
針
」

に
掲
げ
ら
れ
た
不
交
付
団
体
の
増
加
目
標

「
２
０
１
０
年
代
初
頭
に
は
人
口
割
合
３

分
の
１
、
税
収
割
合
２
分
の
１
を
目
指

す
」
に
向
け
て
、
平
成　

年
度
は　

・
５

１２

１１

％
だ
っ
た
不
交
付
団
体
の
人
口
割
合
が
平

成　

年
度
に
は　

・
４
％
に
上
昇
し
た
。

１７

１８

　

以
上
の
よ
う
に
三
位
一
体
改
革
で
は
、

地
方
交
付
税
改
革
も�
大
規
模�
な
改
革

が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
政
府
が
今
年

６
月
に
ま
と
め
る「
骨
太
方
針
２
０
０
６
」

に
は
「
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
の
選
択
肢
」

が
盛
り
込
ま
れ
る
が
、
う
ち
歳
出
改
革
で

は
社
会
保
障
と
地
方
財
政
が
焦
点
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
も
、
政
府
内
に
は
依
然
、

今
回
の
三
位
一
体
改
革
で
は
「
交
付
税
改

革
は
手
つ
か
ず
」
と
の
声
が
強
い
。
こ
の

た
め
か
、
今
年
、
竹
中
平
蔵
総
務
相
が
発

足
さ
せ
た
私
的
懇
談
会
「
地
方
分
権　

世
２１

紀
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」
で
は
、
検
討
テ
ー

マ
に
「
破
綻
法
制
」
と
併
せ
て
「
地
方
交

付
税
の
配
分
ル
ー
ル
」
や
「
行
革
へ
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
の
あ
り
方
な
ど
を
挙
げ

て
い
る
。「
自
由
と
責
任
」「
努
力
が
報
わ

れ
る
改
革
」
が
改
革
の
基
本
方
向
だ
。
ま

た
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
も
２
月
１
日
の

会
合
で
決
め
た
今
後
の
審
議
課
題
に
「
地

方
財
政
計
画
・
地
方
交
付
税
制
度
等
の
抜

本
改
革
」
を
盛
り
込
ん
だ
。
さ
ら
に
、
２

月
か
ら
審
議
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
谷
垣
禎

一
財
務
相
の
諮
問
機
関
「
財
政
制
度
審
議

会
」
も
、
社
会
保
障
費
と
地
方
財
政
を
中

心
に
試
算
数
値
も
含
め
た
歳
出
削
減
策
を

提
言
す
る
方
針
だ
。

　

地
方
六
団
体
は
今
年
１
月
、
新
地
方
分

権
構
想
検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。
三

位
一
体
改
革
の
「
第
二
期
改
革
」
に
向
け

て
分
権
型
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
の
あ
り
方
な
ど

を
１
年
か
け
て
探
る
が
、「
骨
太
方
針　

」
０６

に
向
け
て
５
月
上
旬
に
も
中
間
報
告
を
ま

と
め
る
。
し
か
し
、
政
府
内
で
は
「
歳
出
・

歳
入
一
体
改
革
の
選
択
肢
」
と
い
う
地
方

分
権
と
は�
次
元
の
異
な
る
視
点�
か
ら

地
方
財
政
計
画
・
地
方
交
付
税
の
抜
本
的

見
直
し
の
検
討
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
、

「
交
付
税
総
額
の
確
保
」を
め
ぐ
る
環
境
は

一
段
と
厳
し
い
も
の
と
な
り
そ
う
だ
。

（
自
治
日
報
記
者　

井
田
正
夫
）
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政 策

　
伸　び　率

（Ｃ）／（Ｂ）×１００
（Ａ）－（Ｂ）

　　　　　　　（Ｃ）

平成１７年度
単　位　費　用
（Ｂ）

平成１８年度
単　位　費　用
（Ａ）

区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分

－1.9－20010,80010,600 経　常人          口　一　消　　防　　費
－4.2－4,10096,90092,800 経　常道 路 の 面 積  １  道 路 橋 り ょ う 費

二　
　

土　

木　

費

－19.2－71,000370,000299,000 投　資道 路 の 延 長
－1.6－60037,20036,600 経　常係 留 施 設 の 延 長港湾

  ２  港    湾    費
 

2.21306,0106,140 投　資外 郭 施 設 の 延 長
－2.2－30013,60013,300 経　常係 留 施 設 の 延 長漁港 0.4204,7904,810 投　資外 郭 施 設 の 延 長
－2.4－301,2701,240 経　常都市計画区域における人口 ３  都 市 計 画 費 －10.7－65610545 投　資
－2.5－17679662 経　常人          口 ４  公    園    費 －10.2－12118106 投　資
－5.8－2,60044,80042,200 経　常都 市 公 園 の 面 積
0.00100100 経　常人          口 ５  下  水  道  費 7.89115124 投　資
25.94301,6602,090 経　常人          口 ６  そ の 他 の 土 木 費 －3.0－11368357 投　資
－4.8－2,10043,80041,700 経　常児    童    数

 １  小  学  校  費

三　
　

教　

育　

費

－6.4－62,000969,000907,000 経　常学    級    数 －0.4－3,000671,000668,000 投　資
－21.7－2,126,0009,818,0007,692,000 経　常学    校    数
－2.8－1,10039,20038,100 経　常生    徒    数

 ２  中  学  校  費 －3.5－41,0001,167,0001,126,000 経　常学    級    数 －0.4－3,000671,000668,000 投　資
－15.9－1,703,00010,723,0009,020,000 経　常学    校    数
0.03,0007,526,0007,529,000 経　常教  職  員  数

 ３  高 等 学 校 費 －11.7－7,10060,90053,800 経　常生    徒    数 5.31,40026,60028,000 投　資
－2.6－1606,1706,010 経　常人          口 ４  そ の 他 の 教 育 費 －1.6－3193190 投　資
－5.3－20,000380,000360,000 経　常幼 稚 園 の 幼 児 数
2.71806,6106,790 経　常市  部  人  口 １  生 活 保 護 費

四　
　

厚　

生　

費

19.82,40012,10014,500 経　常人          口 ２  社 会 福 祉 費 －18.2－82451369 投　資
4.21804,3304,510 経　常人          口  ３  保 健 衛 生 費
3.32,60078,20080,800 経　常65　　歳　　以　　上　　人　　口  ４  高齢者保健福祉費 －17.6－3101,7601,450 投　資
14.79,10062,00071,100 経　常74　　歳　　以　　上　　人　　口
－2.5－1606,4206,260 経　常人          口 ５  清    掃    費 －16.7－73438365 投　資
10.66,70063,20069,900 経　常農    家    数  １  農 業 行 政 費

五　

産
業
経
済
費

－11.7－3,40029,00025,600 投　資
3.3401,2301,270 経　常人          口 ２  商 工 行 政 費
5.88,000137,000145,000 経　常林業､水産業及び鉱業の従業者数  ３  その他の産業経済費 －6.8－6,50095,30088,800 投　資

－0.2－104,5804,570 経　常人          口 １  企 画 振 興 費六　

そ
の
他
の
行
政
費

－20.6－200970770 投　資
－5.2－4208,0607,640 経　常世    帯    数  ２  徴    税    費
0.001,6801,680 経　常戸    籍    数 ３  戸籍住民基本台帳費 －3.2－902,8002,710 経　常世    帯    数
12.31,50012,20013,700 経　常人          口

 ４  そ の 他 の 諸 費 －14.9－144966822 投　資
15.2474,0003,113,0003,587,000 経　常面          積 －13.7－32,000234,000202,000 投　資
0.00950950  １  災 害 復 旧 費

七　
　
　

公　
　

債　
　

費

0.00800800  ２  辺 地 対 策 事 業 債 償 還 費
0.00800800平成 1 0 年度以前許可債に係るもの　３　補　正　予　算　債　償　還　費 0.007171平成 1 1 年度以降許可債に係るもの

－62.5－406424  ４  地 方 税 減 収 補 て ん 債 償 還 費
66.7162440  ５  地 域 財 政 特 例 対 策 債 償 還 費
0.008787  ６  臨 時 財 政 特 例 債 償 還 費

－2.4－28583  ７  財 源 対 策 債 償 還 費
－2.0－29997  ８  減 税 補 て ん 債 償 還 費
0.008989  ９  臨 時 税 収 補 て ん 債 償 還 費
0.007272 10  臨 時 財 政 対 策 債 償 還 費
0.00800800 11  地 域 改 善 対 策 特 定 事 業 債 等 償 還 費
0.00700700 12  過 疎 対 策 事 業 債 償 還 費
0.00500500 13  公 害 防 止 事 業 債 償 還 費
0.00500500 14  石 油 コ ン ビ ナ ー ト 等 債 償 還 費
0.00500500 15  地 震 対 策 緊 急 整 備 事 業 債 償 還 費
0.00700700 16  合 併 特 例 債 償 還 費
0.00700700 17  原 子 力 発 電 施 設 等 立 地 地 域 振 興 債 償 還 費
0.00950950 18  災 害 復 興 等 債 利 子 支 払 費

（参考）平成18年度単位費用（市町村分） （単位：円、％）
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フォーラム

自
然
に
恵
ま
れ
た
「
能
楽
の
里
」

　

池
田
町
は
福
井
県
の
東
南
部
、
九
頭
竜

川
水
系
足
羽
川
の
最
上
流
部
に
位
置
し
、

岐
阜
県
境
に
接
す
る
総
面
積
１
９
５
平
方

キ
ロ
、
人
口
約
３
６
０
０
人
の
町
で
あ

る
。
町
土
の　

％
を
占
め
る
山
林
と
、
谷

９２

あ
い
を
埋
め
る
肥
沃
な
農
地
４
５
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
有
効
に
活
用
し
た
農
林
畜
産
業

の
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

　

中
世
能
面
の
創
作
期
に
活
躍
し
た
「
赤

鶴
」「
福
来
」「
三
光
坊
」
な
ど
多
く
の
面

打
師
を
輩
出
し
た
地
域
で
も
あ
り
、
町
内

の
各
神
社
に
多
く
の
古
面
が
残
さ
れ
る

「
能
楽
の
里
」
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

約
８
０
０
年
の
伝
統
を
誇
る
「
水
海
の
田

楽
能
舞
」
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
の
滝
１
０
０
選
」に
選
ば
れ
た
龍

双
ヶ
滝
や
「　

世
紀
に
残
し
た
い
自
然
１

２１

０
０
選
」
に
選
ば
れ
た
１
２
５
７
メ
ー
ト

ル
の
冠
山
な
ど
の
美
し
い
自
然
景
観
に
恵

ま
れ
、
町
は
そ
れ
ら
名
所
や
農
山
村
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
農
村
体
験
型
観
光
を

推
進
。
渓
流
温
泉
冠
荘
や
能
楽
の
里
歴
史
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館
な
ど
の
文
化
観
光
施
設
も
整
備
さ
れ
、

北
陸
自
動
車
道
鯖
江
Ｉ
Ｃ
、
武
生
Ｉ
Ｃ
か

ら
そ
れ
ぞ
れ　

分
の
距
離
に
あ
る
こ
と
か

３０

ら
、
多
く
の
都
市
住
民
が
訪
れ
て
い
る
。

　

町
は
、
平
成　

年
度
か
ら
目
標
年
次
で

１３

あ
る
平
成　

年
度
ま
で
の　

年
間
を
計
画

２２

１０

期
間
と
し
た
「
第
４
次
池
田
町
総
合
振
興

計
画
」
に
基
づ
き
、「
風
格
あ
る　

美
し
い

　

ほ
っ
と
ラ
ン
ド
池
田
」
を
目
標
に
、
町

民
と
行
政
が
共
に
協
力
し
あ
い
な
が
ら
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
る
「
協
働
・
協
治
」、

さ
ら
に
は
、
自
然
・
文
化
・
人
情
の
地
域

固
有
の
資
源
に
住
民
の
独
自
の
知
恵
と
工

夫
を
加
え
て
地
域
の
総
合
力
を
「
発
揮
・

発
展
」
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

「
ゆ
う
き
・
げ
ん
き
正
直
農
業
」
を

推
進

　

町
は
、　

・
８
％
（
平
成　

年　

月
現

３７

１７

１０

在
）
の
県
内
一
の
高
齢
化
率

と
過
疎
、
特
別
豪
雪
の
地
域

指
定
を
受
け
る
な
ど
の
厳
し

い
状
況
に
直
面
し
な
が
ら

も
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
農

村
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

農
産
品
の
付
加
価
値
を
高
め
、
町
の
農

業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
ね

ら
い
に
「
ゆ
う
き
・
げ
ん
き
正
直
農
業
」

を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
牛
糞
や
生
ご
み

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
堆
肥
を
作
る
「
食
Ｕ

タ
ー
ン
事
業
」
な
ど
を
導
入
し
て
い
る
の

が
特
色
と
い
え
る
。

　
「
ゆ
う
き
・
げ
ん
き
正
直
農
業
」
は
、

町
独
自
の
栽
培
ル
ー
ル
に
基
づ
く
農
産
物

認
証
制
度
を
導
入
し
て
平
成　

年
４
月
か

１２

ら
取
り
組
ん
で
い
る
意
欲
的
な
試
み
だ
。

食
の
安
全
を
図
り
、
健
康
な
土
、
き
れ
い

な
水
な
ど
の
環
境
を
保
つ
農
業
を
確
立
す

る
た
め
、
化
学
肥
料
を
一
切
使
わ
ず
に
土

本
来
の
豊
か
さ
を
取
り
戻
し
、
防
虫
ネ
ッ

ト
や
木
酢
液
な
ど
の
昔
か
ら
あ
る
農
業
技

術
を
駆
使
し
て
農
薬
の
使
用
を
極
力
減
ら

す
工
夫
を
凝
ら
し
た
農
産
物
栽
培
を
進
め

て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
①
農
薬

１
回
以
下
、
除
草
剤
と
化

学
肥
料
を
無
使
用
で
野
菜

を
栽
培
し
た
場
合
と
、
い

も
ち
予
防
剤
１
回
、
除
草

剤
１
回
、
化
学
肥
料
無
使

用
で
米
を
栽
培
し
た
場
合

に
は
「
黄
色
シ
ー
ル
」、
②

圃
場
に
あ
る
す
べ
て
の
野

菜
に
対
し
て
、
農
薬
・
除

草
剤
・
化
学
肥
料
を
一
切

使
わ
な
い
場
合
（
そ
の
年
の
最
初
の
申
請

時
に
宣
言
）
に
は
「
赤
色
シ
ー
ル
」、
③

３
年
間
連
続
で
赤
色
シ
ー
ル
の
交
付
を
受

け
た
圃
場
に
対
し
て
４
年
目
か
ら
「
青
色

シ
ー
ル
」
―
―
を
交
付
す
る
。
平
成　

年
１７

　

月
現
在
で
園
芸
に
１
０
１
人
、
水
稲
に

１０
　

人
の
農
業
者
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

５０
「
こ
っ
ぽ
い
屋
」で
農
産
物
を
直
売

　
「
ゆ
う
き
・
げ
ん
き
正
直
農
業
」
で
生

産
さ
れ
た
農
産
物
を
は
じ
め
、
朝
採
り
の

新
鮮
な
池
田
町
産
野
菜
な
ど
を
都
市
住
民

に
提
供
す
る
た
め
、
福
井
市
内
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
に
池
田
町
産
マ
ー

ケ
ッ
ト「
こ
っ
ぽ
い
屋
」を
出
店
し
て
い
る

の
も
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
い
え
る
。

　
「
こ
っ
ぽ
い
屋
」は
平
成　

年
に
町
が
開

１１

設
し
た
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
、
現
在
は

第
三
セ
ク
タ
ー
の
財
団
法
人
池
田
町
農
林

公
社
が
店
を
受
け
継
ぎ
運
営
に
当
た
っ
て

い
る
。「
こ
っ
ぽ
い
」
と
は
池
田
弁
で
「
あ

り
が
た
い
」
の
意
味
。
お
客
さ
ん
に
池
田

の
真
心
と
感
謝
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
の

思
い
か
ら
命
名
し
た
と
い
う
。

　

特
徴
は
、
町
内
の
生
産
者
で
組
織
す
る

「
１
０
１
匠
の
会
」が
野
菜
や
旬
の
食
材
を

出
荷
し
て
い
る
こ
と
だ
。
個
人
１
７
０
人

と　

団
体
が
会
員
に
加
入
し
て
い
る
が
、

１１
個
人
会
員
は
生
産
農
家
の
主
婦
が
中
心
。

同
会
メ
ン
バ
ー
が
必
ず
店
頭
に
立
っ
て
商

品
を
説
明
す
る
な
ど
、
顔
の
見
え
る
販
売

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
池
田
町

の
食
文
化
や
郷
土
料
理
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
月
に
１
回
お
ば
ん
ざ
い
隊
を
派
遣

し
、
ち
ん
こ
ろ
い
も
や
塩
漬
け
野
菜
の
作

り
方
や
食
べ
方
な
ど
を
教
え
て
お
り
、
消

費
者
に
好
評
を
博
し
て
い
る
。

　
「
こ
っ
ぽ
い
屋
」で
販
売
さ
れ
る
野
菜
や

山
菜
、
花
卉
は
１
３
０
種
に
上
り
、
平
成

　

年
度
は
１
億
６
９
０
万
円
を
売
り
上

１６げ
、
販
売
額
の
約
８
割
は
生
産
者
に
還
元

さ
れ
て
い
る
。

「
食
Ｕ
タ
ー
ン
事
業
」
を
推
進

　

早
期
か
ら
牛
糞
堆
肥
を
利
用
し
た
有
機

米
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
町
は
、
平
成　
１４

年　

月
に
堆
肥
セ
ン
タ
ー
「
あ
ぐ
り
パ

１１
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
。
そ
れ

に
伴
い
、「
食
Ｕ
タ
ー
ン
事
業
」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

　

家
庭
の
生
ご
み
を
「
資
源
」
と
位
置
づ

け
、
水
切
り
や
分
別
を
徹
底
し
た
生
ご
み

を
各
家
庭
か
ら
回
収
し
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

で
牛
糞
と
籾
殻
を
混
ぜ
て
品
質
の
良
い
堆

肥
を
生
産
。
そ
の
堆
肥
を
再
び
利
用
し
て

健
康
で
安
全
な
農
作
物
を
作
っ
て
い
く
取

り
組
み
で
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ
た

堆
肥
は
「
土
魂
壌
」
と
名
づ
け
ら
れ
商
品

化
さ
れ
て
い
る
。

　

事
業
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
町
民
が
立

ち
上
げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
環
境
Ｕ
フ
レ
ン

ズ
」
が
、
生
ご
み
の
回
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
事
業
の
一
翼
を
担
っ
て

△

池
田
町
産
マ
ー
ケ
ッ
ト「
こ
っ
ぽ
い
屋
」

△「
ゆ
う
き－

げ
ん
き
正
直
農
業
」の
看
板
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い
る
の
も
特
徴
だ
。

　

現
在
、
町
内
の
主
婦
や
農
業
者
、
公
務

員
な
ど　

人
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
登
録
し

７０

て
い
る
。

　
「
環
境
Ｕ
フ
レ
ン
ズ
」
は
、
食
品
資
源
の

回
収
事
業
の
ほ
か
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て

の
地
域
資
源
連
結
循
環
型
社
会
の
構
築
に

向
け
た
普
及
活
動
と
豊
か
な
社
会
づ
く
り

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
学
習
会
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
行
う
資
源
回
収
の
協
力
な
ど
の

活
動
も
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
独
自
の
認
証
制
度
で
農

産
物
を
生
産
し
て
生
産
者
と
消
費
者
の
顔

の
見
え
る
関
係
で
販
売
し
、
生
ご
み
を
回

収
し
て
堆
肥
を
作
り
、
そ
れ
を
有
機
栽
培

に
使
っ
て
い
く
地
域
資
源
循
環
型
農
業
を

展
開
し
て
い
る
の
が
池
田
町
の
大
き
な
特

徴
と
い
え
る
。

　

平
成　

年
度
に
は
、
廃
食
用
油
の
資
源

１７

循
環
を
図
る
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
導
入
し
た
。

　

菜
の
花
を
栽
培
し
て
菜
種
油
を
商
品
化

す
る
と
と
も
に
絞
り
か
す
を
肥
料
と
し
て

活
用
し
、
併
せ
て
家
庭
か
ら
廃
食
用
油
を

回
収
し
て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
再
生
し

利
用
し
て
い
く
試
み
で
、
町
の
資
源
循
環

の
輪
は
さ
ら
に
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。

「
環
境
向
上
基
本
計
画
」
を
策
定

　

住
民
参
加
で
「
池
田
町
環
境
向
上
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
町
民
と
の
協
働
で
環

境
へ
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
推
進
し
て

い
る
の
も
特
徴
だ
。

　

基
本
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
平
成

　

年
７
月
に
一
般
町
民
１
０
０
人
で
組
織

１４す
る
「
１
０
０
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
会
議
」

を
設
立
。「
緑
」「
土
」「
大
気
」「
自
然
環

境
」「
水
」「
く
ら
し
」
の
分
野
ご
と
の
チ
ー

ム
に
分
か
れ
、
月
１
〜
２
回
の
ペ
ー
ス
で

「
ふ
る
さ
と
の
環
境
を
い
か
に
守
り
伝
え

る
か
」「
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
何

か
」
を
議
論
し
た
。
町
民
主
体
の
話
し
合

い
は
平
成　

年
３
月
ま
で
続
け
ら
れ
、
延

１５

べ　

回
の
会
議
が
実
施
さ
れ
た
。

８８

　

そ
の
結
果
は「
環
境
向
上
実
践
プ
ラ
ン
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
町
長
に
提
案
さ
れ

た
。
町
だ
け
で
な
く
、
議
会
、
農
協
、
商

工
会
に
も
プ
ラ
ン
実
現
の
た
め
の
取
り
組

み
を
要
請
し
た
の
が
特
徴
で
、
町
は
同
提

案
に
基
づ
き
平
成　

年
９
月
に
「
池
田
町

１５

環
境
向
上
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　

同
計
画
は
、「
人
と
自
然
、
心
が
か
よ
う

環
境
理
想
郷
（
エ
コ
ト
ピ
ア
）」
を
基
本

理
念
に
、「
緑
」「
土
」「
大
気
」「
自
然
環

境
」「
水
」「
く
ら
し
」「
学
び
伝
え
る
」

の
分
野
ご
と
の
基
本
方
針
と
施
策
の
方
向

を
記
す
と
と
も
に
、
計
画
実
現
に
向
け
て

の
自
助
、
共
助
、
公
助
の
取
り
組
み
例
な

ど
を
示
し
た
実
践
行
動
計
画
「
か
え
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
明
記
し
て
い
る
。

　
「
１
０
０
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
会
議
」が
母

体
と
な
り
、
町
民
自
ら
環
境
行
動
を
実
践

す
る
た
め
の
団
体
「
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
池

田
」
が
発
足
し
た
の
も
大
き
な
成
果
と
い

え
る
。
広
報
誌
「
か
え
る
通
信
」
を
町
内

全
戸
に
毎
月
配
布
し
、
町
民
に
向
け
て
環

境
情
報
を
発
信
し
て
い
る
ほ
か
、
学
習
会

や
町
の
自
然
を
見
直
す
イ
ベ
ン
ト
等
の
自

主
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
推
進

　

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

平
成　

年
に
「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
大
作
戦
」

１５

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
全
町
民
対
象
に
試

行
導
入
し
、
平
成　

年
か
ら
本
格
的
な
取

１６

り
組
み
を
開
始
し
た
。

　

町
民
の
環
境
行
動
を
促
進
す
る
の
が
ね

ら
い
で
、
買
い
物
袋
の
持
参
や
再
生
品
の

利
用
、
環
境
教
室
へ
の
参
加
な
ど
環
境
に

優
し
い
活
動
で
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
ス
タ

ン
プ
を
集
め
、
カ
ー
ド
が
満
点
に
な
る
と

町
内
の
協
賛
店
で
商
品
券
と
し
て
使
用
で

き
る
。

　

平
成　

年
度
は
「
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
池

１７

田
」
と
町
商
工
会
の
協
力
を
得
、
商
店
街

競
争
力
強
化
推
進
事
業
の
導
入
に
よ
っ
て

運
営
し
て
い
る
。
ま
た
、
空
き
缶
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
回
収
機
を
加
え
る
と
と
も
に
、

町
内
の
小
中
学
校
に
ポ
イ
ン
ト
が
寄
付
で

き
る
仕
組
み
を
追
加
し
て
ポ
イ
ン
ト
流
通

の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
町
役
場
は
環
境
に
配
慮
し
た
オ

フ
ィ
ス
活
動
に
率
先
し
て
取
り
組
む
た
め

「
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
運
動
」
や
「
紙
資
源
再

生
ア
タ
ッ
ク
１
０
０
運
動
」
を
実
践
し
て

い
る
。

「
１
万
本
の
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
」

を
開
催

　

平
成　

年　

月
１
日
に
は
、
環
境
の
ま

１７

１０

ち
づ
く
り
を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
１
万
本
の
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
」を
開
催
し

た
。

　

家
庭
か
ら
回
収
し
た
廃
食
用
油
を
活
用

し
て
作
っ
た
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
１
万
個
に

灯
を
点
す
試
み
で
、
町
全
体
に
環
境
行
動

を
広
げ
る
の
が
ね
ら
い
。
町
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
環
境
Ｕ
フ
レ
ン
ズ
」、「
環
境
パ
ー
ト

ナ
ー
池
田
」
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が

実
施
主
体
と
な
り
、
町
民
と
行
政
の
協
働

で
取
り
組
ん
だ
。

　

１
万
本
の
芯
作
り
か
ら
キ
ャ
ン
ド
ル
作

り
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
設
置
、
点
火
に
至
る

ま
で
、
す
べ
て
町
民
の
手
づ
く
り
で
行
わ

れ
、
町
民
の
環
境
へ
の
意
識
の
高
さ
と
力

を
示
す
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
と
い
う
。

「
自
治
体
環
境
グ
ラ
ン
プ
リ
・
環

境
大
臣
賞
」
を
受
賞

　

町
は
、
平
成　

年
の
「
第
５
回
自
治
体

１７

環
境
グ
ラ
ン
プ
リ
・
環
境
大
臣
賞
」（
主
催
・

財
団
法
人
社
会
経
済
生
産
性
本
部
）
を
受

賞
し
た
。

　

町
民
一
体
と
な
っ
た
創
意
工
夫
で
「
農

村
力
」
を
活
か
し
、
環
境
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
、
地
域
活
性
化
と
い
う
大
き
な
実

り
に
結
び
つ
け
た
「
ゆ
う
き
・
げ
ん
き
正

直
農
業
」
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
受
賞
を

弾
み
に
、
町
は
町
民
と
と
も
に
地
域
資
源

循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し

て
い
く
。

△

町
民
総
出
で
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
を
並
べ
る
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町
は
、
町
営
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
ち
の
み
荘
」
の
民
間
運
営
を
検
討

し
、
４
月
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
運
営
を
委
託
す
る
こ
と
に
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
の
ス
リ
ム

化
を
図
っ
て
い
く
の
が
ね
ら
い
。
３

年
間
委
託
し
、
終
了
後
は
実
績
を
踏

ま
え
て
新
た
な
社
会
福
祉
法
人
を
設

立
し
て
完
全
民
営
化
を
図
る
。

　　

個
人
に
補
助
金
を
支
給
す
る
形
で

浄
化
槽
設
置
を
進
め
て
き
た
町
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
し
て
下
水
道
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
地
区
へ
の
浄
化
槽
設

置
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
た
。
民
間

が
浄
化
槽
の
整
備
と
維
持
管
理
を
行

い
、
施
設
自
体
は
町
が
買
い
取
る
方

式
を
採
用
、
４
月
か
ら　

年
間
の
契

１０

約
期
間
で
事
業
を
進
め
る
。

　

町
は
、
町
税
等
の
滞
納
者
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
一
部
制
限
す
る

条
例
を
制
定
、
４
月
か
ら
施
行
す

る
。
町
民
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
申
請

す
る
際
に
納
税
状
況
を
確
認
し
、
正

当
な
理
由
が
な
く
納
税
を
拒
む
町
民

に
対
し
、
児
童
医
療
費
の
助
成
や
高

齢
者
祝
い
金
な
ど　

項
目
の
サ
ー
ビ

２４

ス
を
制
限
し
て
い
く
。　

　　

町
は
、
経
営
悪
化
の
町
営
バ
ス
に

代
わ
っ
て
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
「
ほ

ほ
え
み
カ
ー
」
の
本
格
運
用
を
始
め

町
営
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運

営
を
委
託

た
。
予
約
セ
ン
タ
ー
で
申
込
み
を
受

け
付
け
、
タ
ク
シ
ー
が
複
数
の
利
用

者
の
自
宅
ま
で
迎
え
に
行
っ
て
目
的

地
ま
で
送
る
仕
組
み
。
高
齢
者
の
利

便
性
向
上
が
ね
ら
い
で
、
運
営
は
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
た
。

　　

町
は
、
Ｉ
Ｔ
関
係
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
を
支
援
す
る
拠
点
と
し
て
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
は
旧
教

育
委
員
会
庁
舎
を
利
用
し
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
ル
ー
ム
、
テ
レ
ワ
ー
ク
ル
ー
ム
、

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
を

整
備
、
入
居
者
を
募
集
し
４
月
に

オ
ー
プ
ン
の
予
定
。

　

生
活
交
通
確
保
対
策
と
し
て
民
間

バ
ス
会
社
か
ら
循
環
バ
ス
路
線
を
引

き
継
い
だ
町
は
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
型
を

含
む
レ
ト
ロ
調
の
小
型
バ
ス
２
台

（　

人
乗
り
と　

人
乗
り
）を
運
行
し

２６

３５

て
い
る
。
富
士
急
湘
南
バ
ス
に
委
託

し
、
Ｊ
Ｒ
山
北
駅
を
起
点
と
す
る
３

路
線
で
平
日　

本
、
土
・
休
日　

本

２４

１８

循
環
運
行
し
て
い
る
。

　

町
内
の
小
木
港
沖
か
ら
取
水
し
た

海
洋
深
層
水
を
脱
塩
・
濃
縮
し
て
一

般
に
提
供
す
る
供
給
施
設
を
設
置
し

て
い
る
町
は
、
海
洋
深
層
水
の
利
用

拡
大
を
ね
ら
い
に
協
議
会
を
設
立

し
、
Ｐ
Ｒ
等
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
協
議
会
は
個
人
や
企
業
、
行

政
、
研
究
機
関
で
構
成
。
地
元
産
深

層
水
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確
立
を
め
ざ

す
。

　

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
る
村

は
、
村
民
と
の
協
働
に
よ
る
村
づ
く

り
を
め
ざ
し
「
役
場
応
援
団
」
制
度

を
導
入
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
団
員
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

村
内
外
か
ら　

人
の
応
募
が
あ
り
、

１０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
村
道
の
破
損

の
点
検
な
ど
職
員
の
手
が
回
ら
な
い

業
務
を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

町
は
、
高
級
食
材
と
し
て
珍
重
さ

れ
て
い
る
特
産
品
の
「
伊
勢
い
も
」

の
増
産
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
多
気
郡
や
県

立
相
可
高
校
、
三
重
大
学
と
共
同
で

試
験
栽
培
を
進
め
て
い
る
。
平
成　
１７

年
度
か
ら
「
小
分
割
増
殖
法
」
を
導

入
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
試
験
栽

培
の
成
果
を
踏
ま
え
、
農
家
の
実
地

栽
培
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

町
は
、
保
護
者
や
現
場
教
員
な
ど

か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
導
入
し
た
。
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
就
学
や
進
学

な
ど
児
童
・
生
徒
の
様
々
な
問
題
に

対
応
し
て
い
く
の
が
目
的
。
退
職
校

長
を
非
常
勤
と
し
て
採
用
し
、
電
話

で
の
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
予
約
制

で
面
接
相
談
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　

町
は
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し

て
、
町
議
会
議
員
に
支
給
す
る
日
当

と
議
員
の
町
外
へ
の
視
察
・
研
修
の

研
修
費
を
廃
止
し
た
。
交
通
費
と
半

径　

キ
ロ
を
超
え
る
遠
距
離
出
張
の

６０

日
当
は
従
前
ど
お
り
支
給
す
る
。
議

会
側
が
自
主
的
に
導
入
し
た
措
置

で
、
議
員
提
案
の
条
例
を
制
定
し
１

月
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

町
は
、
住
民
参
加
で
里
山
を
再
生

さ
せ
る
「
町
民
の
森
・
木
楽
里
」
事

業
を
進
め
て
い
る
。
有
志
や
公
募
町

民
な
ど
で
林
業
担
い
手
不
足
の
た
め

放
置
さ
れ
た
里
山
の
植
林
を
行
う
と

と
も
に
、
遊
歩
道
を
整
備
し
、
花
や

紅
葉
が
楽
し
め
る
住
民
憩
い
の
場
と

し
て
整
備
し
て
い
く
。

　

旧
小
石
原
村
と
旧
宝
珠
山
村
が
合

併
し
て
で
き
た
村
は
、
地
域
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
導
入
促
進
基
盤
整
備
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
役
場
と
村

内
の
公
共
施
設
な
ど
を
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
で
結
び
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
事
務
効
率
化
に
役

立
て
る
ほ
か
、
村
議
会
の
中
継
や
小

中
学
校
で
の
利
用
を
進
め
て
い
く
。

　

町
は
、
町
の
広
報
誌
「
み
な
み
お

お
す
み
」
に
、
町
長
と
住
民
が
対
談

す
る
「
行
政
ア
ラ
カ
ル
ト
」
を
連
載

し
て
い
る
。
町
長
が
選
挙
戦
で
公
約

に
掲
げ
た
公
約
や
、
町
が
抱
え
て
い

る
課
題
な
ど
を
中
心
に
「
次
世
代
教

育
」、「
伝
統
文
化
の
継
承
」
な
ど
の

テ
ー
マ
を
設
定
。
町
長
と
小
学
校
長

や
関
係
団
体
の
代
表
、
住
民
な
ど
が

語
り
合
い
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

と
も
に
考
え
て
い
く
の
が
ね
ら
い
。

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
プププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププ
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
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ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ

＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
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ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ

カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
ｗ　
＆　
Ｎ
ｅ
ｗ

カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
ｗ　
＆　
Ｎ
ｅ
ｗ

町
税
滞
納
者
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
制
限

「
伊
勢
い
も
」
増
産
に
向
け

た
試
験
栽
培
を
推
進

教
育
相
談
に
応
じ
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
導
入

宮
城
県

色
麻
町

町
議
に
支
給
す
る
日
当
を
廃
止

協
議
会
で
地
元
産
深
層
水

ブ
ラ
ン
ド
化
を
検
討

石
川
県

能
登
町

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を

本
格
運
行

レ
ト
ロ
調
小
型
バ
ス
を
循
環

運
行

長

野

県

清
内
路
村

「
役
場
応
援
団
」
制
度

を
導
入

大
阪
府

熊
取
町

北
海
道

浦
河
町

住
民
参
加
で
里
山
を
再
生

愛
媛
県

砥
部
町

山
形
県

飯
豊
町

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
促

進
の
基
盤
整
備
を
推
進

福
岡
県

東
峰
村

広
報
誌
に
町
長
と
住
民

等
の
対
談
を
連
載

鹿
児
島
県

南
大
隈
町

浄
化
槽
設
置
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ

を
導
入

岩
手
県

紫
波
町

Ｓ
О
Ｈ
О
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
を
整
備

神
奈
川
県

山

北

町

福

島

県

西
会
津
町

三
重
県

多
気
町

島

根

県

東
出
雲
町
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計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県

321418216岡 山 県1610615富 山 県1943515919140北 海 道

241410010広 島 県1910909石 川 県411031823青 森 県

291316115山 口 県21813112福 井 県361323716岩 手 県

35728325徳 島 県8619673928長 野 県431330129宮 城 県

21813013香 川 県442123221岐 阜 県291316412秋 田 県

2011909愛 媛 県4323 20020静 岡 県351322319山 形 県

44935926高 知 県653332329愛 知 県6412521933福 島 県

822755451福 岡 県291415015三 重 県493019415茨 城 県

29920218佐 賀 県271314014滋 賀 県371522121栃 木 県

321220020長 崎 県301416115京 都 府4411331221群 馬 県

581543835熊 本 県43331019大 阪 府714031130埼 玉 県

2113817大 分 県472819019兵 庫 県713437532千 葉 県

32923419宮 崎 県3912271215奈 良 県39261385東 京 都

541737532鹿児島県32824123和歌山県371918117神奈川県

4111301911沖 縄 県19415114鳥 取 県321319811山 梨 県

1,9947641,2302281,002合　 計21813112島 根 県372017611新 潟 県

都道府県別市町村数 （平成18年２月27日現在）
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随 想
　

昭
和
の
合
併
の
当
時
、
私
は
町
職
員

で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
敗
戦
後
の
国
力
の
低
迷
に

よ
る
慢
性
的
な
不
況
の
中
で
、
職
員
の

給
料
も
払
え
な
い
町
村
が
あ
り
ま
し

た
。
住
民
の
中
に
は
、
何
と
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
切
羽
詰
っ
た
切
実

感
が
あ
り
、
一
方
強
力
な
政
府
の
合
併

推
進
で
、
合
併
に
反
対
す
る
人
や
合
併

の
組
み
合
わ
せ
を
め
ぐ
っ
て
の
血
腥
い

論
戦
も
あ
り
ま
し
た
が
、
不
況
か
ら
の

脱
出
を
考
え
る
大
勢
に
よ
っ
て
合
併
は

実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
住
民
が
平
和
に
暮
ら
し
て

い
る
と
き
、
突
然
に
合
併
政
策
が
と
ら

れ
ま
し
た
。
平
成
十
二
年
に
成
立
し
た

地
方
分
権
一
括
法
に
よ
る
、「
住
民
に

身
近
な
事
項
は
地
方
で
」と
の
考
え
と
、

分
権
さ
れ
た
事
務
処
理
能
力
の
問
題
が

議
論
さ
れ
、地
方
の
、特
に
弱
小
の
団
体

の
処
理
能
力
を
強
化
す
る
方
法
と
し
て

の
町
村
合
併
が
提
起
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　

然
る
に
、
地
方
分
権
は
一
向
に
進
展

し
な
い
中
、
次
第
に
増
加
す
る
国
、
地

方
の
借
金
対
策
が
論
議
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
市
町
村
合
併
推
進
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
今
や
地
方
と
中
央
の
間

で
は
、
地
方
分
権
を
め
ぐ
っ
て
の
問
題

と
、
財
政
再
建
の
問
題
と
が
重
な
り

合
っ
て
論
議
が
沸
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
を
建
て
直
す
こ
と
と
、
町
村
合

併
を
同
一
の
視
点
に
お
い
て
考
え
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
借
金
体
質
か
ら
の

脱
皮
の
為
な
ら
、
合
併
特
例
債
な
ど
を

考
え
な
い
で
、
素
直
に
国
民
に
協
力
を

呼
び
か
け
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

町
村
合
併
が
完
了
し
て
も
、
国
民
の
中

に
財
政
に
頼
っ
た
甘
え
が
あ
る
限
り
、

合
併
は
で
き
て
も
、
合
併
後
は
う
ま
く

い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
八
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後

の
不
況
の
中
、
総
需
要
抑
制
の
掛
け
声

の
中
で
、
昭
和
五
十
年
の
統
一
地
方
選

挙
の
中
で
当
選
し
た
私
は
、
翌
五
十
一

年
か
ら
の
国
債
依
存
に
よ
る
景
気
対
策

に
依
り
、
公
共
事
業
中
心
で
山
上
に
点

在
す
る
集
落
を
便
利
に
す
る
道
路
改
良

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
し
た
。
私
が
町

内
の
道
路
改
良
に
携
わ
っ
た
の
は
、
昭

和
四
十
二
年
の
山
村
振
興
法
や
林
業
構

造
改
善
が
始
ま
っ
た
と
き
か
ら
で
し

た
。

　

山
頂
か
ら
拓
け
た
当
町
で
は
、
明
治

初
年
に
作
ら
れ
た
国
道
（
現
国
道
三
二

号
線
）
と
、
そ
の
支
線
の
県
道
が
あ
っ

た
の
み
で
、
集
落
と
の
連
絡
道
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
緊
急
対
策
と
し
て
架

線
に
よ
る
連
絡
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
幕
開
け

も
あ
っ
て
、
自
動
車
も
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
、
二
輪
車
、
四
輪
車
の
順
で

入
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
の
道

路
作
り
だ
っ
た
の
で
す
。
先
ず
町
内
の

医
者
か
ら
自
動
車
が
入
っ
て
き
て
、
住

民
か
ら
往
診
時
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

道
路
改
良
の
要
望
が
で
て
き
ま
し
た
。

従
っ
て
、
用
地
交
渉
は
容
易
で
あ
り
ま

し
た
。　

　

し
か
し
、
昭
和
五
十
八
年
に
は
、
公

債
費
比
率
が
十
八
を
超
え
る
よ
う
に
な

り
、
財
政
健
全
化
計
画
を
立
て
る
よ

う
、
地
方
課
か
ら
指
導
を
受
け
る
に
至

り
ま
し
た
。

　

道
路
建
設
を
止
め
な
い
で
、
公
債
比

率
を
下
げ
る
方
法
と
し
て
考
え
た
の

は
、
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
町
債

の
み
に
依
存
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

他
方
、
私
の
試
算
し
て
い
ま
し
た
町

債
総
額
に
占
め
る
交
付
税
率
は
、
加
重

平
均
す
る
と
六
十
二
％
程
度
で
あ
り
ま

し
た
か
ら
、
町
債
総
額
の
約
三
十
％
を

目
標
に
積
立
金
を
作
り
、
返
済
に
備
え

る
方
法
で
し
た
。
こ
の
方
針
は
、
昭
和

六
十
年
に
庁
内
に
通
達
し
て
徹
底
を
期

し
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
四
年
に
至
り
、
わ
が
国
の

景
気
は
最
高
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成

に
な
っ
て
は
、
不
況
の
連
続
で
し
た
。

そ
の
後
は
、
借
金
の
積
み
重
ね
を
続
け

て
き
た
こ
と
が
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。

　

借
金
体
質
か
ら
の
脱
皮
は
、
地
方
も

国
と
同
様
に
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
今
回
の
合
併
は
、
合
併
メ
リ
ッ
ト

に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減
少
を
急
ぐ
余

り
に
、
基
準
財
政
需
要
額
の
個
々
の
検

討
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま

だ
と
広
い
面
積
を
持
っ
た
弱
小
の
町
村

は
消
え
去
る
だ
け
で
す
。
地
方
自
治
や

地
方
の
文
化
は
、
空
洞
化
し
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
の
不
足
財
源
保
障
機
能

の
外
、
財
政
調
整
機
能
を
働
か
せ
て
、

真
の
地
方
自
治
と
国
土
を
守
る
こ
と
を

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

 �
 
思
い
出
す
こ
と

徳　　　島 　　県

 山       城      町     長
やま しろ

西　 徹
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平
成　

年
２
月　

日
、
政
府
は
昨
年　

１８

１０

１２

月
１
日
に
決
定
さ
れ
た
医
療
制
度
改
革
大

綱
（
政
府
・
与
党
医
療
改
革
協
議
会
）
に

基
づ
き
、
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
を
閣
議
決
定
し
た
。
法
律
案

の
主
な
内
容
は
①
医
療
費
適
正
化
計
画
の

総
合
的
な
推
進
（
生
活
習
慣
病
や
長
期
入

院
な
ど
中
長
期
的
な
医
療
費
適
正
化
計
画

の
策
定
や
保
険
給
付
の
内
容
・
範
囲
の
見

直
し
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
廃
止
）

②
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
（　
７５

歳
以
上
を
対
象
と
し
た
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
創
設
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
前

６５

７４

期
高
齢
者
の
医
療
費
に
係
る
財
政
調
整
制

度
の
創
設
）
③
都
道
府
県
単
位
を
軸
と
し

た
保
険
者
の
再
編
・
統
合
（
国
保
財
政
基

盤
強
化
策
の
継
続
、
政
管
健
保
の
公
法
人

化
、
地
域
型
健
保
組
合
の
創
設
）
と
な
っ

て
い
る
。

　

②
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
財
源
構

成
は　

歳
以
上
の
高
齢
者
保
険
料
（
１

７５

割
）、
現
役
世
代（
国
保
・
被
用
者
保
険
）か

ら
の
支
援
金
（
約
４
割
）
及
び
公
費
（
約

５
割　

内
訳
＝
国：

都
道
府
県：

市
町
村

４：

１：

１
）
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
。

　

保
険
料
の
徴
収
は
市
町
村
が
行
い
、
財

政
運
営
は
都
道
府
県
単
位
で
全
市
町
村
が

加
入
す
る
広
域
連
合
が
行
う
と
し
て
い

る
。（
平
成　

年
４
月
施
行
予
定
）

２０

　

広
域
連
合
の
財
政
リ
ス
ク
の
軽
減
に
つ

い
て
は
、
国
・
都
道
府
県
に
よ
る
支
援
や

拠
出
す
る
基
金
に
よ
る
保
険
料
未
納
等
に

対
す
る
貸
付
・
交
付
の
仕
組
み
を
設
け
る

こ
と
や
保
険
料
か
ら
の
特
別
徴
収
（
天
引

き
）
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

医

療

制

度

改

革

関

連

法

案

閣

議

決

定

ま
ち
づ
く
り
３
法
改
正
案
を
閣
議

決
定 

―
経
産
省
・
国
交
省
―

　

中
央
環
境
審
議
会
は
、
こ
の
ほ
ど
「
鳥

獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
つ
き
講

ず
べ
き
措
置
」
を
答
申
し
た
。

　

中
央
環
境
審
議
会
で
は
、
環
境
大
臣
か

ら
の
諮
問
に
伴
い
、
野
生
生
物
部
会
に
鳥

獣
保
護
管
理
小
委
員
会
を
設
置
し
、
検
討

を
行
っ
て
き
た
。

　

答
申
で
は
、
①
き
め
細
や
か
な
鳥
獣
保

護
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
基
本
指
針
・

鳥
獣
保
護
事
業
計
画
の
見
直
し
や
、
関
係

主
体
の
役
割
の
明
確
化
と
連
携
の
強
化
に

よ
る
「
基
本
指
針
・
鳥
獣
保
護
事
業
計
画

の
充
実
」、
②
狩
猟
を
活
用
し
た
保
護
管

理
の
推
進
や
都
道
府
県
の
鳥
獣
保
護
管
理

の
適
切
な
支
援
、
人
材
の
育
成
や
確
保
等

に
よ
る
「
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
の
充

実
」、
③
鳥
獣
保
護
区
の
生
息
環
境
の
改

善
や
密
漁
対
策
の
強
化
、
鳥
獣
へ
の
安
易

な
餌
付
け
防
止
の
た
め
の
普
及
啓
発
の
強

化
等
に
よ
る
「
鳥
獣
保
護
事
業
の
強
化
」、

④
農
林
業
者
自
ら
に
よ
る
鳥
獣
被
害
へ
の

適
切
な
対
応
等
を
可
能
と
す
る
「
わ
な
免

許
」
の
創
設
、
安
全
確
保
の
た
め
の
わ
な

の
規
制
地
域
の
指
定
や
綱
・
わ
な
設
置
者

の
氏
名
等
の
表
示
義
務
づ
け
等
に
よ
る

「
狩
猟
の
適
正
化
」、
―
以
上
４
点
に
つ
い

て
の
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

　

今
後
、
環
境
省
で
は
、
今
回
の
答
申
を

踏
ま
え
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
、
同
法
に
基
づ
く
政
省

令
、
告
示
等
の
見
直
し
や
事
業
の
実
施
を

検
討
し
て
い
く
予
定
と
し
て
い
る
。

「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
つ
き
講
ず

べ
き
措
置
」を
答
申 

―
中
央
環
境
審
議
会
―

　

政
府
は
こ
の
程
、
空
洞
化
が
進
む
中
心

市
街
地
に
対
す
る
支
援
を
強
化
し
、
に
ぎ

わ
い
回
復
を
進
め
る
た
め
、「
ま
ち
づ
く

り
３
法
」
の
う
ち
都
市
計
画
法
改
正
案
と

中
心
市
街
地
活
性
化
法
改
正
案
を
閣
議
決

定
し
た
。

　

大
き
な
柱
と
な
る
都
市
計
画
法
改
正
案

で
は
、
①
床
面
積
１
万
平
方
㍍
を
超
す
小

売
店
、
映
画
館
な
ど
大
規
模
集
客
施
設
の

立
地
を
、　

の
用
途
地
域
の
う
ち
原
則
と

１２

し
て
「
商
業
地
域
」「
近
隣
商
業
地
域
」

「
準
工
業
地
域
」
の
三
つ
に
限
定
、
②
医
療

施
設
や
福
祉
施
設
、
学
校
、
庁
舎
等
の
公

共
施
設
を
開
発
許
可
等
の
対
象
と
し
、
郊

外
移
転
に
歯
止
め
を
か
け
る
、
③
広
域
調

整
強
化
の
た
め
、
都
道
府
県
知
事
が
市
町

村
の
行
う
都
市
計
画
決
定
等
に
対
す
る
協

議
同
意
を
行
う
際
に
、
関
係
市
町
村
か
ら

意
見
を
聴
取
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

　

一
方
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
改
正
案

で
は
、
①
新
た
に
基
本
理
念
を
条
文
に
追

加
、
②
内
閣
に
中
心
市
街
地
活
性
化
本
部

を
設
置
し
、
施
策
の
総
合
調
整
や
市
町
村

が
策
定
す
る
基
本
計
画
を
認
定
、
さ
ら

に
、
③
多
様
な
民
間
主
体
が
参
加
す
る
中

心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
を
法
制
化
し
、

従
来
の
タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
関
（
Ｔ

Ｍ
Ｏ
）
や
商
工
会
議
所
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
取
組
む
仕
組
み
を
つ
く
る
。

　

同
法
改
正
案
は
、
今
の
通
常
国
会
に
提

出
し
、
来
年
中
に
施
行
す
る
予
定
。
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